
平
成
二
十
年
二
月
二
十
日
提
出

質

問

第

一

〇

二

号

北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
政
府
見
解
並
び
に
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
同
問
題
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
再

質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
政
府
見
解
並
び
に
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
同
問
題
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
再

質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
六
五
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

福
田
康
夫
内
閣
総
理
大
臣
は
本
年
五
月
に
ロ
シ
ア
を
訪
問
し
、
首
脳
会
談
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
と
の
問
い
に
対
し
て
、

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
、
何
ら
決
ま
っ
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
二
〇
〇
八
年
二
月
二
十
日
現
在
、
右
に
つ
い
て
何
か
決
ま
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

二

二
〇
〇
八
年
二
月
七
日
に
東
京
で
「
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
」
（
以
下
、
「
大
会
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ
た

際
、
司
会
を
務
め
た
三
遊
亭
金
八
氏
、
大
会
実
行
委
員
長
の
本
田
徹
氏
が
、
「
北
方
四
島
の
一
括
返
還
を
求
め
る
」
旨
の
挨

拶
（
以
下
、
「
挨
拶
」
と
い
う
。
）
を
し
て
い
た
が
、
「
挨
拶
」
に
対
す
る
外
務
省
の
評
価
如
何
。
「
挨
拶
」
は
、
北
方
領

土
問
題
解
決
に
向
け
た
我
が
国
の
方
針
と
異
な
る
か
。

三

前
回
質
問
主
意
書
で
、
政
府
が
主
催
団
体
の
一
つ
に
入
っ
て
い
る
「
大
会
」
で
、
北
方
領
土
問
題
解
決
に
向
け
た
政
府
の

方
針
と
異
な
る
「
挨
拶
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
交
渉
相
手
で
あ
る
ロ
シ
ア
に
対
し
て
混
乱
を
与
え
、
北
方
領
土
問
題

解
決
に
向
け
た
我
が
国
国
内
の
足
並
み
が
揃
っ
て
い
な
い
と
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
付
け
入
る
隙
を
与
え
る
の
で
は
な
い
の
か

一



と
の
問
い
に
対
し
て
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
累
次
に
わ
た
り

ロ
シ
ア
側
に
伝
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
、
御
指
摘
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
大
会
」
及
び
「
挨
拶
」
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
何
ら
か
の
照
会
は
な
さ
れ
た
か
。

四

政
府
が
主
催
団
体
の
一
つ
に
入
っ
て
い
る
「
大
会
」
は
公
的
性
格
を
帯
び
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
「
大
会
」
に

お
い
て
、
「
挨
拶
」
の
様
に
政
府
方
針
と
異
な
り
、
政
府
が
使
用
し
て
い
な
い
「
四
島
一
括
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
挨
拶

が
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
国
益
に
資
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
、
特
に
外
務
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


